
2025 年 2 月 5 日 

青森公立大学 経営経済学部 遠隔授業ガイドライン（案） 

教務担当会議 

 

 

1. 本ガイドラインの趣旨 

 新型コロナウイルスの感染拡大によりもたらされた遠隔教育の急速な普及を背景に、本学での遠隔授業のあり

方を明確に位置づけ、実施体制と方法を構築していく必要がある。本ガイドラインの内容は、その時点での教

員・事務局・大学設備等の状況を踏まえながら、不断の検討と見直しを行うべきであるが、現時点では下記のよ

うに定める。 

 実施した場合の授業科目における修得単位等の取扱いや、非常時における特例的な措置に関する取扱い等

は、文部科学省「大学等における遠隔授業の取扱いについて（周知）」（2021（令和 3）年 4 月 2 日）および「大

学・高専における遠隔教育の実施に関するガイドライン」（2023（令和 5）年 3 月 28 日）に準拠する。 

 

2. 通常時 

(1) 専任教員が担当する科目は、対面による面接授業を行う。 

(2) 専任教員の都合により面接授業が不可能な場合は、遠隔授業で代替せず、面接授業による補講を行う。 

(3) つぎの場合に限り、同時性または即応性を持つ双方向性（対話性）を有する遠隔授業の実施を検討する。

実施とその方法は、担当教員と、学部長・教務担当特別補佐・事務局が協議の上、状況に応じて決める。 

① 学事暦または施設・設備上の制約等により面接授業による補講が不可能な場合 

② 非常勤教員が遠隔地在住等であるために、その担当科目において面接授業が困難な場合 

 

3. 非常時 

 感染症、悪天候、災害など、本学を含む社会の活動に広範囲の影響がおよぶ事象が生じた場合は上記の限

りではなく、面接授業の特例的な措置として、遠隔授業実施とその方法を都度検討し、弾力的な運用を行う。 

 

4. その他 

(1) 本ガイドラインは、教務担当会議が学生・教員・事務職員等の意見を随時聴取して検討し、改定する。 

(2) 遠隔授業は、適切な運用により学生の利益に資すると考えられる。今後の運用可能性を高めるために、基盤

となる学内設備や体制等の向上を常に図る。 

(3) 遠隔授業に関する教員の意見（2024 年度現在）を別添資料にまとめる。 

 

資料２
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A

C
B

で
は

英
語

関
連

科
目

の
授

業
2
ク

ラ
ス

に
つ

い
て

2
0
2
3
年

度
よ

り
遠

隔
授

業
を

実
施

し
て

い
る

。
担

当
教

員
は

1
月

に
1
回

程
度

来
学

し
、

対
面

で
の

授
業

を
行

っ
て

い
る

。
他

3
回

は
、

履
修

学
生

を
1
つ

の
教

室
に

集
め

、
大

き
め

の
ス

ク
リ

ー
ン

を
通

し
て

の
遠

隔
授

業
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行
っ

て
い

る
。

2
0
2
3
年

度
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、
外

国
語

関
連

ク
ラ

ス
と

し
て

は
初

め
て

の
試

み
だ

っ
た

た
め

、
そ

の
問

題
点

や
効

果
を

探
る

た
め

、
2
0
2
3
年

春
学

期
、

遠
隔

授
業

を
受

け
た

学
生

4
7
名

に
対

し
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

行
っ

た
。

　
質

問
は

3
つ

の
カ

テ
ゴ

リ
ー

に
大

別
さ

れ
る

。
（
1
.英

語
関

連
授

業
を

遠
隔

で
受

け
て

良
か

っ
た

点
、

2
.改

善
す

べ
き

点
、

3
.月

に
1
回

対
面

授
業

が
あ

っ
た

こ
と

に
関

す
る

感
想

）
以

上
に

関
し

て
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
を

行
っ

た
結

果
、

以
下

の
様

な
回

答
を

得
た

。
以

下
は

回
答

を
ま

と
め

た
内

容
で

あ
る

。
1
.英

語
関

連
授

業
を

遠
隔

で
受

講
し

て
良

か
っ

た
と

思
う

点
。

　
あ

ま
り

指
名

さ
れ

ず
、

圧
迫

感
が

な
い

。
適

度
な

距
離

感
が

良
い

。
リ

ラ
ッ

ク
ス

し
て

受
講

で
き

る
。

２
.英

語
関

連
授

業
を

遠
隔

で
受

講
し

て
み

て
改

善
す

べ
き

と
思

う
点

。
　

こ
の

質
問

に
関

し
て

は
、

回
答

は
す

べ
て

使
用

機
器

、
機

材
、

（
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト
）
に

関
し

て
の

内
容

だ
っ

た
。

そ
の

た
め

、
将

来
解

決
・
改

善
が

可
能

か
も

し
れ

な
い

。
ま

た
、

こ
の

2
つ

の
授

業
で

は
T

A
採

用
し

て
い

た
た

め
、

機
器

ト
ラ

ブ
ル

に
も

T
A

が
迅

速
に

対
応

し
、

問
題

は
最

小
限

だ
っ

た
。

Ｔ
Ａ

は
必

要
と

の
意

見
が

複
数

見
ら

れ
た

。
3
.月

に
1
回

対
面

で
の

授
業

が
行

わ
れ

た
こ

と
に

関
し

て
。

　
す

べ
て

遠
隔

で
は

な
く

、
月

に
数

回
対

面
の

授
業

あ
る

こ
と

が
新

鮮
だ

っ
た

。
　

対
面

時
に

質
問

が
で

き
る

。
教

員
の

「
人

と
な

り
」
が

分
か

る
の

で
対

面
が

あ
る

方
が

良
い

。
等

々
様

々
な

点
で

肯
定

的
な

回
答

を
得

た
。

　
総

括
す

る
と

、
今

後
多

様
な

状
況

（
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
、

地
震

、
等

を
含

む
）
に

よ
り

、
遠

隔
授

業
が

採
用

さ
れ

る
こ

と
も

予
想

さ
れ

る
が

、
外

国
語

（
特

に
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
、

文
法

、
異

文
化

理
解

等
）
の

授
業

で
は

遠
隔

授
業

の
実

施
も

可
能

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

た
だ

し
、

今
回

の
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
結

果
か

ら
は

、
ハ

ー
ド

面
で

の
問

題
が

少
々

残
り

、
そ

の
た

め
Ｔ

Ａ
な

ど
の

授
業

補
助

者
の

存
在

は
必

須
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、

1
5
回

す
べ

て
遠

隔
授

業
と

し
て

の
実

施
で

は
な

く
、

月
に

１
～

２
回

程
度

対
面

で
の

授
業

を
行

う
こ

と
が

、
「
学

生
－

教
員

」
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

作
用

を
円

滑
に

し
、

ク
ラ

ス
の

雰
囲

気
向

上
や

理
解

向
上

（
質

問
が

し
や

す
い

等
）
に

繋
が

る
と

予
想

さ
れ

る
。
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例
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生
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益
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ッ
ト
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境
・
設

備

経
営

1
　

キ
ャ

ン
パ

ス
全

体
の

W
i-

F
i環

境
を

充
実

さ
せ

て
ほ

し
い

。
　

関
連

し
て

、
ed

u
ro

am
に

参
加

し
て

学
生

・
教

職
員

が
使

え
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
ま

ち
な

か
ラ

ボ
で

も
使

え
る

と
良

い
の

で
は

。
ネ

ッ
ト
環

境
・
設

備

経
営

2
　

各
教

室
の

有
線

L
A

N
に

接
続

し
て

簡
単

に
無

線
が

使
え

る
ル

ー
タ

ー
の

貸
出

・
利

用
も

拡
充

さ
れ

る
と

良
い

。
ネ

ッ
ト
環

境
・
設

備

経
営

3
　

遠
隔

地
の

大
学

と
の

合
同

ゼ
ミ

な
ど

に
使

え
る

よ
う

な
、

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

型
授

業
・
講

義
が

可
能

な
設

備
・
教

室
が

あ
る

と
良

い
。

ネ
ッ

ト
環

境
・
設

備
経

営
4

　
遠

隔
授

業
の

利
用

が
増

え
る

と
し

て
、

時
間

割
の

間
に

遠
隔

授
業

が
入

る
よ

う
な

場
合

、
学

生
が

学
内

で
受

け
ら

れ
る

環
境

が
限

ら
れ

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
端

末
室

や
遠

隔
授

業
を

受
け

ら
れ

る
部

屋
・
個

室
の

拡
充

も
必

要
だ

と
思

う
。

ネ
ッ

ト
環

境
・
設

備

経
済

1
　

専
任

教
員

は
基

本
的

に
対

面
授

業
で

は
な

い
か

。
専

任
・
非

常
勤

経
済

2
　

補
講

日
を

も
っ

と
確

保
で

き
な

い
か

。
補

講
・
補

習
経

済
3

　
教

員
が

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
等

で
出

校
停

止
期

間
に

あ
る

と
き

、
そ

の
症

状
が

軽
く

講
義

が
可

能
な

ケ
ー

ス
で

は
、

遠
隔

授
業

を
検

討
し

て
も

良
い

の
で

は
な

い
か

。
緊

急
時

対
応

経
済

4
　

非
常

勤
講

師
の

先
生

が
遠

隔
授

業
を

す
る

際
は

、
事

務
局

で
対

応
し

て
ほ

し
い

。
専

任
・
非

常
勤

1
 /

 2
 



遠
隔

授
業

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
検

討
に

関
す

る
意

見

グ
ル

ー
プ

N
o
.

意
見

タ
グ

経
済

5
　

遠
隔

授
業

、
オ

ン
ラ

イ
ン

、
オ

ン
デ

マ
ン

ド
を

区
別

し
て

考
え

て
ほ

し
い

。
可

能
回

数
に

つ
い

て
も

検
討

し
て

ほ
し

い
。

1
5
回

（
2
単

位
科

目
）
可

能
か

ど
う

か
、

部
分

的
に

可
能

か
ど

う
か

。
そ

の
他

経
済

6
　

1
回

目
の

講
義

や
問

題
演

習
を

す
る

講
義

の
際

は
、

オ
ン

デ
マ

ン
ド

で
も

可
能

で
は

な
い

か
。

オ
ン

デ
マ

ン
ド

経
済

7
　

定
期

試
験

に
お

い
て

、
オ

ン
ラ

イ
ン

受
験

と
講

義
室

で
の

同
時

受
験

を
認

め
て

い
る

大
学

も
あ

る
。

事
例

経
済

8
　

遠
隔

授
業

に
つ

い
て

、
学

生
の

ニ
ー

ズ
を

調
査

し
て

は
ど

う
か

。
学

生
の

利
益

経
済

9
　

L
M

S
を

も
っ

と
充

実
し

て
ほ

し
い

。
ネ

ッ
ト
環

境
・
設

備
地

域
み

ら
い

1
　

実
施

が
難

し
い

か
ら

実
施

に
前

向
き

な
れ

な
い

こ
と

は
理

解
で

き
ま

す
が

、
感

染
症

流
行

な
ど

の
不

測
の

事
態

の
と

き
に

備
え

た
準

備
と

捉
え

て
危

機
管

理
と

し
て

考
え

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。
　

学
内

で
オ

ン
ラ

イ
ン

講
義

の
経

験
が

あ
る

教
員

か
ら

聞
き

取
り

と
す

る
こ

と
、

協
定

を
結

ん
で

い
る

は
こ

だ
て

未
来

大
学

か
ら

実
施

し
た

か
伺

う
こ

と
、

他
大

学
の

例
を

調
べ

る
こ

と
を

し
な

け
れ

ば
仮

定
の

話
に

終
止

し
ま

す
。

日
本

国
内

の
ほ

と
ん

ど
の

大
学

は
コ

ロ
ナ

の
と

き
に

オ
ン

ラ
イ

ン
に

移
行

し
ま

し
た

が
多

く
の

大
学

で
で

き
て

い
た

こ
と

を
み

る
と

、
逆

に
汎

用
性

が
あ

る
方

法
で

難
し

い
こ

と
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
ぜ

ひ
と

も
他

の
大

学
の

事
例

を
調

べ
て

て
い

た
だ

き
た

く
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

既
存

の
シ

ス
テ

ム
を

使
う

も
の

で
す

の
で

ト
ラ

ブ
ル

に
関

す
る

対
策

も
合

わ
せ

て
他

大
学

の
事

例
か

ら
学

ぶ
こ

と
が

よ
い

と
思

い
ま

す
。

　
文

科
省

の
方

針
や

他
大

学
の

事
例

を
見

る
と

オ
ン

ラ
イ

ン
講

義
が

で
き

な
い

科
目

も
あ

り
ま

す
し

、
す

べ
て

オ
ン

ラ
イ

ン
で

行
え

な
い

制
限

も
あ

り
ま

す
(講

義
の

半
分

以
上

は
対

面
で

行
う

こ
と

に
な

っ
て

い
ま

す
)。

必
修

科
目

な
ど

オ
ン

ラ
イ

ン
に

適
さ

な
い

科
目

も
あ

り
ま

す
。

そ
れ

は
学

内
で

ル
ー

ル
を

つ
く

る
と

よ
い

で
す

。
早

稲
田

大
学

で
は

必
修

科
目

は
オ

ン
ラ

イ
ン

で
講

義
で

き
な

い
こ

と
に

な
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

　
な

お
、

W
i-

F
i環

境
が

弱
い

の
は

改
善

す
れ

ば
よ

い
話

で
そ

れ
が

オ
ン

ラ
イ

ン
講

義
を

導
入

し
な

い
理

由
に

は
な

ら
な

い
こ

と
で

す
。

そ
こ

は
論

点
が

違
い

ま
す

。
あ

く
ま

で
も

不
測

の
事

態
が

起
き

た
と

き
の

対
策

と
し

て
位

置
づ

け
て

み
て

く
だ

さ
い

。

緊
急

時
対

応
事

例

地
域

み
ら

い
2

　
コ

ロ
ナ

禍
で

、
日

本
の

多
く

の
大

学
が

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
や

オ
ン

ラ
イ

ン
会

議
を

実
施

で
き

た
の

で
、

本
学

で
も

実
施

が
不

可
能

と
は

思
え

な
い

。
次

の
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
等

を
見

据
え

て
、

は
や

め
に

、
体

制
や

ネ
ッ

ト
環

境
の

整
備

を
進

め
る

こ
と

に
は

賛
成

。
　

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
を

す
す

め
る

上
で

、
パ

ソ
コ

ン
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

持
た

な
い

学
生

へ
の

配
慮

が
必

要
で

あ
る

。
卒

業
論

文
、

レ
ポ

ー
ト
の

作
成

で
も

、
こ

れ
か

ら
の

社
会

に
で

て
い

く
う

え
で

も
、

大
学

生
の

時
代

に
、

パ
ソ

コ
ン

等
の

使
い

方
や

リ
テ

ラ
シ

ー
を

身
に

つ
け

る
必

要
が

あ
る

。
ネ

ッ
ト
社

会
の

前
提

通
し

て
、

大
学

と
し

て
入

学
時

に
、

パ
ソ

コ
ン

の
購

入
を

義
務

づ
け

る
こ

と
で

、
通

常
の

授
業

で
も

、
紙

資
料

の
配

付
が

少
な

く
な

る
。

　
古

い
学

内
の

情
報

シ
ス

テ
ム

関
係

を
や

め
て

、
シ

ラ
バ

ス
の

公
開

、
登

録
等

が
一

体
化

し
た

シ
ス

テ
ム

の
移

行
す

べ
き

。
こ

れ
は

、
事

務
章

句
員

や
教

員
、

学
生

の
作

業
軽

減
と

効
率

化
、

費
用

の
削

減
に

繋
が

る
。

　
オ

ン
ラ

イ
ン

講
義

下
で

の
連

絡
、

情
報

収
集

を
行

う
上

で
も

、
大

学
の

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
面

で
も

、
メ

ー
ル

の
旧

シ
ス

テ
ム

（
b
.n

eb
u
ta

ア
ド

レ
ス

）
に

は
多

く
の

問
題

が
あ

り
、

早
急

に
、

事
務

・
教

員
・
学

生
の

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
を

（
m

at
.n

eb
u
ta

ア
ド

レ
ス

）
に

一
元

化
す

べ
き

で
あ

る
。

ネ
ッ

ト
環

境
・
設

備
学

生
の

利
益

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

2
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